
                  

大 学 院Newsletter ２０２2.12 

大 学 院 で の 学 び の 先 へ 

本学大学院では、大学を卒業したばかりの若者だけではなく、働きながら学ぶ方など様々な経歴の仲間が集い、

学修や研究に励んでいます。今回は、大学院での学びとキャリアについて、修了生の声をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院への入学を検討してみませんか 

2023年度(令和 5年度) 修士課程、博士後期課程春学期入学者を募集しています 

出願受付期間：第二期 2022年12 月1 日（木）～2023年2 月3 日（金） 
 

出願前のご相談や授業見学、面談も受け付けています。また、パンフレット・入学 

選抜試験要項などの資料請求については、下記までお気軽にお問い合わせください。 

 

学術的な視点から客観的に 

根拠を持って物事を捉える考え方が身に

付き、仕事にとても役立っています 

東北公益文科大学 大学院事務室 （鶴岡キャンパス） 

 住所 〒９９７－００３５ 山形県鶴岡市馬場町１４番１号  

 電話 0235-29-0555  メール gs@koeki-u.ac.jp 

 ホームページ https://www.koeki-u.ac.jp/academics/gs/ 

ホームページも 

ぜひチェック 

ください！ 

Q. 公益大大学院での学び・学生生活は、ご自身のワークキャリアや 

ライフキャリアにどのように役立っていますか？ 

多くの事が学べたということ、学ぶことが楽しかったことは、 

これからもうひと頑張りする原動力となる気がしています 

令和 2年度 

修了生アンケートより 

 

研究の過程で、理解力、分析力、判断力の 

重要性を学ぶことができ、仕事を行う上で 

役に立っている 

講義でご一緒した院生同士の繋がりは、修了後も続いており、 

業務上のちょっとした相談なども気軽にできています 

生涯を通じて、何かしらの学びを続けていくための力となっています 

社会的な思考（ロジック、モデル等）や 

統計的分析の視点を業務に導入するようになった 

学問や研究を重ねることによって「なぜそうしなければ 

ならないか」「そうすることによって何が生まれ、それは 

人を幸せにするのか」ということを深く考えるように 

なり、仕事をすることの大切さ、意味に理論付け、確信が 

持てるようになった 

社会人の方が多かったので、 

リアルな社会の繋がりを実感できました 

研究成果が認められ、 

希望する部署への異動が叶った 


